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Historical significance of Shintoku Yamawakiʼs painting 
theory Danpen （fragments） to Fauvism/Expressionism

MATSUMOTO, Katsuya

Abstract

　　In this paper, I focus on Shintoku Yamawakiʼs painting theory Dan-
pen （fragments）.
　　To understand the painter Shintoku Yamawaki and his painting the-
ory Danpen （fragments）, it is necessary to take into account the state of 
the art scene at the end of the Meiji period.
　　Shintoku Yamawaki won a prize at the third exhibition of the Minis-
try of Education for his work Railway Station in the Morning. Since then, 
Shintoku Yamawaki had come to be known as a Japanese Impressionist. 
Moreover, in 1911, Shintoku Yamawaki fought with Mokutaro Kinoshita 
in The Dispute over Pictorical Conventions. Shintoku Yamawaki wrote 
painting theory Danpen （fragments） as a rebuttal in The Dispute over 
Pictorical Conventions.
　　In this paper, I examine the process by which Shintoku Yamawaki, 
who was regarded as a Japanese Impressionist, moved towards Fauvism 
and Expressionism through his painting theory Danpen （fragments）.
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Ⅰ　
山
脇
信
徳
「
断
片
」
の
位
置

　

日
本
美
術
史
に
お
い
て
は
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
印
象
派
、
ポ
ス
ト
印
象
派
を
は
じ
め
と
し
た
洋
画
の
新
動
向
が

一
挙
に
移
入
・
紹
介
さ

（
1
（

れ
、
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
。
こ
の
時
期
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
酒
井
哲
朗
が
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

明
治
43
年
の
日
本
の
芸
術
界
に
、
地
殻
変
動
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
新
し
い
変
革
の
兆
候
が
現
れ
て
い
た
。
こ
の
年
4
月
に

雑
誌
『
白
樺
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
、
里
見
弴
、
児
島
喜
久
雄
、
柳
宗
悦
、
有
島
武
郎
、
生
馬
ら
を

同
人
と
し
て
、
文
学
や
芸
術
の
新
し
い
潮
流
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
こ
の
雑
誌
は
、
ロ
ダ
ン
や
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ

ン
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
マ
チ
ス
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

西
洋
の
新
し
い
芸
術
思
潮
を
熱
心
に
紹
介
し
た
。
と
く
に
ロ
ダ
ン
と
後
期
印
象
派
が
、
大
正
期
の
日
本
美
術
に
甚
大
な
影
響
を
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与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

（
2
（

る
。

　

こ
う
し
た
洋
画
の
新
潮

（
3
（

流
と
称
す
べ
き
動
向
は
、
明
治
末
年
に
お
け
る
二
つ
の
論
争
に
よ
っ
て
体
現
－
可
視
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
第
一
は
、
一
九
〇
九
年
に
石
井
柏
亭
、
高
村
光
太
郎
ら
が
争
っ
た
「
生
の
芸
術
」
論
争
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
一
九
一
一
年

に
木
下
杢
太
郎
、
武
者
小
路
実
篤
ら
が
争
っ
た
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
で
あ

（
4
（

る
。
こ
の
二
つ
の
論
争
は
、
い
ず
れ
も
洋
画
の
新
潮
流

が
日
本
に
受
容
さ
れ
る
際
の
新
／
旧
に
関
わ
る
葛ノ

イ
ズ藤

が
論
争
化
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
二
つ
の
論
争

に
お
い
て
共
通
し
て
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
実
作
を
、
い
ず
れ
も
山
脇
信
徳
（
洋
画
家
、
一
八
八
六
～
一
九
五
二
）
が
描
い
て
い
た

こ
と
で
あ
り
、
焦
点
と
な
っ
た
作
品
は
《
停
車
場
の
朝
》（
一
九
〇
九
）
と
《
夕
日
》（
一
九
一
〇
）
で
あ
っ
た
。

　

し
て
み
れ
ば
、
日
本
近
代
洋
画
史
上
に
お
け
る
山
脇
信
徳
と
は
、
単
に
二
つ
の
論
争
の
渦
中
に
置
か
れ
た
画
家
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
明
治
末
年
に
お
け
る
洋
画
の
新
潮
流
を
、
大
正
期
に
花
開
い
て
い
く
野フ

ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム

獣
主
義
や
表エ

キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム

現
主
義
な
ど
へ
と
架
橋
し
た
時
代
の

キ
ー
マ
ン
で
も
あ
っ
た
の

（
5
（

だ
。

　

そ
の
こ
と
の
傍
証
も
兼
ね
て
、
本
稿
で
は
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
の
過
程
で
書
か
れ
た
、
山
脇
信
徳
に
よ
る
画
論
「
断
片
」

（『
白
樺
』
一
九
一
一
・
九
）
に
注
目
す
る
。

　

こ
こ
で
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
の
経
緯
を
簡
潔
に
振
り
返
っ
て
お
け
ば
、
一
九
〇
九
年
、
第
三
回
文
展
に
出
品
し
て
褒
状
を
得
た

《
停
車
場
の
朝
》
以
来
、〝
日
本
の
モ
ネ
〟
と
称
さ
れ
て
注
目
を
集
め
て
き
た
山
脇
信
徳
は
、
一
九
一
一
年
に
個
展
「
山
脇
信
徳
作
品

展
覧
会
」（
琅
玕
洞
、
一
九
一
一
・
四
・
二
四
～
五
・
七
）
を
開
催
す
る
。
同
展
に
出
品
さ
れ
た
、《
夕
日
》
を
は
じ
め
と
す
る
山
脇

の
新
し
い
絵
画
表

（
6
（

現
に
対
し
、
木
下
杢
太
郎
は
「
画
界
近
事
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
一
・
六
）
に
お
い
て
一
定
の
評
価
を
し
な
が
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ら
も
、
画
家
の
感
動
を
公
衆
に
伝
わ
る
よ
う
に
調
整

0

0

す
る
「
絵
画
の
約
束
」
が
欠
如
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当

の
山
脇
に
く
わ
え
、
武
者
小
路
実
篤
を
は
じ
め
と
し
た
『
白
樺
』
同
人
ら
が
、
画
家
（
芸
術
家
）
の
人
格
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
反

論
を
展
開
し
、
半
年
に
及
ぶ
論
争
と
化
し
た
。

　

初
出
誌
で
七
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
山
脇
信
徳
「
断
片
」
は
、
木
下
杢
太
郎
「
画
界
近
事
」
に
対
す
る
最
初
の
反
論
（
の
一
つ
）
で
あ

り
、
二
五
の
断
章
か
ら
成
る
が
、
直
接
的
な
杢
太
郎
へ
の
反
論
は
二
五
章
段
の
み
（
ほ
か
に
、
二
四
章
段
は
有
島
生
馬
に
よ
る
展
覧

会
評
へ
の
応
答
）
で
、
全
体
と
し
て
は
杢
太
郎
に
対
す
る
反
論
の
体
験
的
－
理
論
的
前
提
と
な
る
絵
画
制
作
を
め
ぐ
る
思
索
が
書
か

れ
て
い
る
。「
初
め
て
で
唯
一
と
い
え
る
絵
画

（
7
（

論
」
と
も
称
さ
れ
る
「
断
片
」
に
つ
い
て
、
山
梨
俊
夫
は
そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に

指
摘
し
て
い
る
。

　

山
脇
は
、
お
そ
ら
く
半
ば
以
上
手
さ
ぐ
り
状
態
で
試
行
を
重
ね
た
う
え
で
、
制
作
の
実
際
か
ら
い
わ
ば
画
家
の
体
験
的
な
言

葉
を
得
て
い
る
。
だ
か
ら
絵
筆
を
ひ
と
筆
動
か
す
と
き
、
そ
こ
に
こ
め
る
も
の
を
語
る
言
葉
は
、
空
疎
で
は
な
い
。
実
作
者
が

絵
画
を
語
る
言
葉
に
は
説
得
力
が
あ
る
。〔
略
〕
絵
画
は
道
徳
的
な
も
の
で
は
な
く
、
技
術
を
超
え
た
「
人
間
官
能
の
全
部
的

存
在
」
と
し
て
の
人
格
で
あ
る
と
言
う
画
家
の
、
絵
筆
を
動
か
す
身
体
的
運
動
と
絵
画
思
考
の
一
致
の
体
験
の
ほ
う
が
強
い
語

り
口
を
も
っ
て
い

（
8
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
評
さ
れ
る
「
断
片
」
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
は
「
後
期
印
象
派
風
の
芸
術
観
へ
の
傾
倒
を
は
っ
き
り
と
示
し
て

い
（
9
（

る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
脇
の
実
作
－
絵
画
表
現
に
つ
い
て
も
、
高
階
秀
爾
に
「
山
脇
が
選
ん
だ
道
は
―
彼
の
作
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品
が
充
分
に
そ
の
意
図
を
実
現
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
―
、
後
期
印
象
派
か
ら
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
へ
の
流
れ
の
な
か
で

明
確
に
登
場
し
て
来
た
表
現
主
義
的
方
向
で
あ
っ

（
44
（

た
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
指
摘
を
、
速
水
豊
は
次
の
よ
う
に
ま

と
め
て
い
る
。

　

絵
画
表
現
を
何
よ
り
も
内
面
的
な
何
か
の
表
れ
と
捉
え
る
、
明
治
末
に
書
か
れ
た
文
章
の
な
か
で
、
そ
の
実
践
の
端
緒
を
位

置
づ
け
る
に
際
し
、
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、
画
家
、
山
脇
信
徳
の
あ
る
文
章
〔「
断
片
」〕
で
あ
る
。
一
般
に
山
脇
は
日
本
の

印
象
派
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
む
ろ
ん
印
象
派
的
な
作
品
を
多
く
残
し
て
は
い
る
が
、
彼
に
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
な
い

部
分
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
た
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
は
重
視
し
た

（
44
（

い
。

　

本
稿
の
ね
ら
い
は
、〝
日
本
の
モ
ネ
〟
と
ま
で
称
さ
れ
た
印
象
派
と
い
う
捉
え
方
か
ら
《
逸
脱
》
し
て
い
く
山
脇
の
方
向
性
を
、

画
論
「
断
片
」
に
注
目
し
て
歴
史
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
関
連
す
る
同
時
代
言
説
の
動
向
を
ふ
ま
え
、

そ
れ
ら
を
す
り
あ
わ
せ
な
が
ら
「
断
片
」
を
て
い
ね
い
に
読
解
し
て
い
き
た
い
。

Ⅱ　
東
京
美
術
学
校
時
代
の
日
記

　

本
節
で
は
、「
断
片
」
に
先
だ
つ
山
脇
信
徳
の
ま
と
ま
っ
た
文
章
と
し
て
、
東
京
美
術
学
校
時
代
の
日
記
を
参
照
し
て
お
く
。
河

村
章
代
に
よ
れ
ば
、
山
脇
信
徳
の
東
京
美
術
学
校
時
代
の
日
記
に
は
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
九
月
一
八
日
～
一
〇
月
二
一
日



山脇信徳「断片」の歴史的意義7

ま
で
（
絵
日

（
44
（

記
）、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
二
月
一
九
日
～
翌
年
三
月
二
〇
日
ま
で
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
五
月
一

日
～
七
月
一
七
日
ま
で
の
三
種
が
あ

（
44
（

る
。
な
お
、
第
二
の
「
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
鍵
岡
正
謹
が
「
信
徳
が
「
停
車
場
の
朝
」
を
描

く
に
到
る
た
め
に
、
如
何
な
る
勉
強
を
し
て
い
た
の
か
、
何
を
考
え
て
い
た
の
か
を
知
り
得

（
4（
（

る
」
と
評
価
し
て
、
部
分
的
に
紹
介
し

て
い
る
。

　

以
下
、
絵
画
に
関
す
る
論
及
を
引
用
－
確
認
し
て
お
く
。

　

一
九
〇
八
年
一
二
月
二
六
日
に
書
か
れ
た
「
余
の
感
想
」
を
、
鍵
岡
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
画
は
モ
ネ
ー
の
云
え
る
が
如
く
、
鳥
の
唄
う
が
如
く
描
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
」「
絵
画
は
唯
感
じ
な
り
。
コ
ン
ス
テ
ー
ブ
ル
云

わ
ず
や
『
絵
画
と
は
、
感
じfeeling
の
一
名
な
り
』
と
」

　

印
象
派
に
影
響
を
与
え
た
英
国
の
風
景
画
家
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
と
モ
ネ
を
引
い
て
、
絵
画
の
在
り
方
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
頃
、

信
徳
は
「
夕
日
」
を
描
き
つ
づ
け
て
い

（
43
（

た
。

　

ま
た
、
翌
一
九
〇
九
年
一
月
四
日
付
け
の
日
記
と
し
て
、
次
の
記
述
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
「
何
か
、
新
し
き
観
察
を
得
よ
。
常
に
自
然
を
観
察
し
何
か
新
し
き
画
的
美
を
自
然
の
中
に
見
出
せ
。
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ

ズ
ム
の
見
方
も
最
早
や
陳
腐
な
り
。〔
略
〕
今
の
日
本
の
洋
画
は
総
て
何
等
の
観
察
点
な
し
。
自
然
の
如
何
な
る
処
を
愛
し
、

如
何
な
る
処
に
美
を
見
出
し
て
之
を
描
か
ん
と
し
た
る
か
、
更
に
解
ら
ず
。〔
略
〕
余
の
目
下
要
求
し
て
止
ま
ざ
る
画
は
そ
の
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画
の
前
に
立
ち
た
る
時
恰あ

た
かも

、
微
妙
な
る
音
楽
を
聞
く
時
そ
の
楽
の
音
に
誘
は
れ
て
楽
の
震
動
と
同
じ
心
臓
の
コマ

マ動
を
な
し
、

居
た
た
ま
れ
な
く
に
至
る
如
く
そ
の
絵
画
の
情
調
と
同
じ
情
調
が
我
内
に
溢
れ
出
で
、
相
互
に
同
じ
音
律
的
震
動
を
為
し
て
渾

然
た
る
調
和
の
境
に
至
る
が
如
き
絵
画
な
り
。〔
略
〕」

　

こ
う
し
た
記
述
か
ら
鍵
岡
は
、「
白
馬
会
風
の
温
微
的
な
自
然
観
に
よ
る
紫
派
的
な
写
実
の
絵
画
表
現
で
な
い
、
心
臓
を
貫
き
通

す
よ
う
な
情
感
あ
ふ
れ
る
、
内
部
か
ら
湧
き
で
る
表
現
を
、
自
然
を
相
手
に
観
察
の
中
か
ら
新
し
い
絵
画
美
を
得
よ
う
と
し
て
必
死

で
あ

（
43
（

る
」
と
、
山
脇
の
思
索
を
意
味
づ
け
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
記
述
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
以
下
に
、
山
脇
の
美
術
学
校
時
代
の
日
記
「
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
五
月
一
日
～
七

月
一
七
日
」
か
ら
、
同
時
代
の
美
術
や
自
身
の
創
作
に
関
わ
る
意
義
深
い
記
述
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
ず
は
、「
五
月
四
日
」
の
記
述
を
引
用
す
る
。
一
九
一
〇
年
四
月
、
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
後
、
同
校
研
究
科
に
進
学
し
た
山

脇
は
、
第
一
三
回
白
馬
会
に
《
雨
の
夕
》
な
ど
を
出
品
し
て
い
た
。

　

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
な
ん
て
実
に
つ
ま
ら
ん
。

　

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
に
因
わ
れ
た
る
哀
れ
な
る
人
々
よ
、
と
云
い
た
く
な
る
。

　

光
と
色
と
を
感
ず
る
時
、
時8

も
処8

も
な
い
。
時
も
な
け
れ
ば
、
線
も
な
い
。
物
質
も
な
い
。
唯
だ
色
と
光
が
震
い
動
く
の
だ
。

詩
だ
、
音
楽
だ
、
気
息
だ
。
こ
う
思
っ
て
さ
え
も
う
筆
を
持
っ
た
手
が
震
え
る
。
呼
吸
が
迫
る
。
既
に
、
時
と
処
の
観
念
な
ら
、

線
と
形
の
感
じ
も
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
主
観
的
の
ロ
ー
カ
ルマ

マカ
ラ
ー
な
ん
て
も
の〔
原
マ
マ
〕起

ろ
う
。
俺
の
画
を
見
て
西
洋
臭
い
と
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か
ロ
ー
カ
ルマ

マカ
ラ
ー
が
出
て
居
な
い
な
ん
て
云
う
奴
は
、
よ
く
よ
く
の
解
ら
ず
屋

（
43
（

だ
。

　

右
の
引
用
冒
頭
で
山
脇
が
批
判
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
」
と
は
、「
生
の
芸
術
」
論
争
に
お
い
て
山
脇
の
《
停
車
場
の
朝
》

を
批
判
し
た
石
井
柏
亭
が
掲
げ
て
い
た
方
法
論
－
理
念
で
あ

（
43
（

る
。
そ
れ
に
対
置
す
る
よ
う
に
し
て
山
脇
が
注
目
す
る
の
は
、「
光
と

色
」
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
単
に
対
象
と
し
て
の
「
光
と
色
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
感
じ
と
る
画
家
の
感
覚
－
主
体
が
重

視
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

逆
に
、
山
脇
が
排
す
の
は
、「
線
と
形
」
や
「
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
」
を
重
視
し
た
絵
画
（
観
）
で
あ
る
。
右
の
引
用
に
つ
づ
い
て
、

山
脇
は
そ
う
し
た
自
分
の
絵
画
（
観
）
を
文
学
に
な
ぞ
ら
え
て
い
く
。

　

文
学
に
は
小
説
と
詩
と
の
区
別
が
あ
る
の
に
、
絵
画
に
は
何
ぜ
そ
れ
に
相
当
す
る
区
別
が
な
い〔

原
マ
マ
〕だ

ろ
う
。
俺
の
絵
画
上
の
立

場
は
正
し
く
此
の
詩
と
同
じ
範
囲
に
あ
る
の
だ
。
色
と
光
に
よ
っ
て
起
る
内
心
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
、
ム
ー
ド
を
描
く
の
だ
。
普
通

有
り
の
侭
に
形
や
線
や
物
質
の
色
を
描
く
画
は
丁
度
文
学
の
中
の
散
文
に
相
当
す

（
43
（

る
。

　

こ
う
し
た
絵
画

（
44
（

観
を
、
山
脇
は
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
（Claude M

onet 1840

―1926

）
か
ら
学
ん
で
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
次
に

引
く
「
五
月
十
五
日　

日
曜
」
の
記
述
に
明
ら
か
で
あ
る
。「
従
来
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
光
の
観
念
が
な
い
」、「
故
に
固
定
し
た

る
形
を
認
め
、
線
を
見
平
板
な
る
色
を
見
た
」
と
考
え
る
山
脇
は
、
モ
ネ
が
発
見
し
た
光
（
の
捉
え
方
－
描
き
方
）
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
た
。
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○ 

モ
子
ー
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
光
を
加
っ
た
。
従
っ
て
タ
イ
ム
が
加
っ
た
。
故
に
形
は
無
く
な
り
、
色
は
分
裂
さ
れ
た
。
刹

那
的
と
な
っ
た
。
立
体
的
然
し
ム
ー
ド
が
あ
り
、
リ
ズ
ム
が
あ
る
か
ら
、
立
派
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
面
も
光
の
観

念
の
加
わ
る
と
其
に
タ
イ
ム
の
観
念
が
入
っ
て
来
た
。
即
ち
刹
那
的
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
モ
子
ー
の
画
を
所
謂
挿

画
と
は
呼
び
た
く
な
い
。
所
謂
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
び
た

（
44
（

い
。

　

山
脇
が
モ
ネ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
第
一
に
光
で
あ
り
、
第
二
に
変
化
し
つ
づ
け
る
光
と
連
動
し
た
時
間
（
タ
イ
ム
）
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
第
三
と
し
て
形
（
輪
郭
）
は
消
失
し
て
、
瞬
間
瞬
間
の
色
が
残
る
。
山
脇
は
、
そ
れ
ら
を
総
じ
て
「
刹
那
的
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
肯
定
的
に
称
し
て
い
る
。

　

重
ね
て
山
脇
は
、
こ
の
相
反
す
る
二
タ
イ
プ
の
絵
画
に
つ
い
て
、「
自
然
の
線
と
色
と
に
よ
っ
て
審
美
的
ム
ー
ド
を
最
も
エ
セ
ン

シ
ア
ル
ニマ

マ

誘
い
出
し
た
も
の
が
従
来
の
所
謂
図
画
」
で
あ
り
、「
永
久
的
で
あ
り
平
板
的
」
だ
と
否
定
的
に
捉
え
、「
今
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
モ
子
ー
の
画
の
如
き
も
の
）
は
光
と
色
に
よ
っ
て
審
美
的
リ
ズ
ミ
カ
ル
ム
ー
ド
を
最
も
エ
セ
ン
シ
ア
ル
に
最
も
刹
那
的
に

誘
い
出
し
た
も

（
44
（

の
」
だ
と
、
や
は
り
両
者
に
つ
い
て
、
新
／
旧
と
賛
／
否
と
を
重
ね
る
よ
う
に
し
て
対
比
し
て
い
く
。

　

そ
う
し
た
思
索
は
、
次
に
引
く
「
五
月
三
十
日
（
六
月
一
日
記
ス
）」
で
展
開
さ
れ
る
。
和
田
英
作
か
ら
受
け
た
《
雨
の
夕
》
に

つ
い
て
の
批
判
を
、
山
脇
は
次
の
よ
う
に
反
芻
し
て
い
く
。

　

先
生
〔
和
田
英
作
〕
は
「
君
の
絵
に
就
い
て
一
つ
云
い
た
い
欠
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
印
象
派
風
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
何
ん
な
画
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に
で
も
用
ゆ
る
と
云
う
の
は
あ
ま
り
感
心
し
な
い
。
ポ
チ
ポ
チ
風
の
技
巧
と
云
う
の
は
外
の
も
の
で
も
描
け
な
い
こ
と
は
な
い

け
れ
ど
、
最
も
適
し
て
い
る
の
が
光
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
最
も
激
し
い
時
に
あ
の
技
術
を
用
ゆ
る
こ
と
で
、
光
も
左

程
強
く
な
く
、
物
象
の
輪
廓

〔
原
マ
マ
〕の

判
然
と
し
て
い
る
時
に
あ
の
技
術
を
用
ゆ
る
と
云
う
の
は
ど
う
も
私
は
好
ま
ん
。
君
の
今
度

の
雨
の
画
（
註
11
）
な
ど
も
あ
ゝ
云
う
風
の
は
技
巧
で
、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
な
ど
を
つ
か
っ
て
あ
る
が
、
私
は
ち
っ
と
も
感
心

し
ま
せ
ん
ね
え
」
と
云
わ
れ

（
44
（

た
。

　

こ
こ
で
和
田
は
、「
印
象
派
風
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
は
、
モ
チ
ー
フ
が
「
光
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
最
も
激
し
い
時
」
に

「
最
も
適
し
て
い
る
」
こ
と
を
認
め
る
反
面
、「
物
象
の
輪
廓
の
判
然
と
し
て
い
る
時
」
に
は
適
さ
な
い
と
み
る
。
こ
の
批
判
を
ひ
き

と
っ
て
、
山
脇
は
「
成
程
自
分
も
そ
う
云
う
こ
と
に
就
て
は
今
ま
で
時
々
考
え
た
事
が
あ
る
」、「
あ
ゝ
云
う
技
術
は
も
と
も
と
光
の

強
烈
な
も
の
と
写
さ
ん
と
し
て
、
殆
ど
他
の
技
巧
で
は
表
わ
し
き
れ
な
く
て
起
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に

つ
づ
け
る
。

然
し
自
分
は
近
頃
思
う
に
は
物
象
は
如
何
な
る
時
、
如
何
な
る
物
と
い
え
ど
も
常
に
光
っ
て
居
る
。
そ
し
て
色
は
常
に
プ
ユ
ア

で
、
フ
レ
エ
ッ
シ
ュ
で
決
し
て
濁
っ
て
居
な
い
。
吾
々
が
も
し
光
と
色
で
物
を
感
じ
た
時
ハ
た
と
え
夜
で
あ
っ
て
も
、
曇
っ
た

天
気
の
時
で
も
、
物
の
輪
廓

〔
原
マ
マ
〕は

見
え
る
も
の
で
な
い
。
如
何
に
空
気
の
沈
静
な
時
で
も
光
と
色
を
感
じ
た
時
ハ
物
の
輪
廓

〔
原
マ
マ
〕

は
頗
る
に
朦
朧
た
る
も
の
と
成
る
。
又
た
と
え
光
の
強
烈
な
時
で
も
、
も
し
形
で
感
じ
た
時
は
輪
廓

〔
原
マ
マ
〕が

判
然
と
見
え
る
。

〔
略
〕
自
然
の
物
を
見
る
時
の
根
本
的
立
場
が
違
っ
て
居
る
の
で
形
で
感
ず
る
の
と
、
色
で
感
ず
る
の
と
で
技
巧
は
自
ら
異
っ
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て
来
る
の
で
あ
る
。〔
略
〕
総
て
の
も
の
は
常
に
動
く
、
故
に
総
て
の
も
の
に
は
常
に
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
物
の
形
と
云
う
の
も

自
分
の
眼
に
は
唯
だ
此
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
震
動
の
強
弱
高
低
差
異
よ
り
起
る
と
し
か
見
え
な
い
。〔
略
〕
自
分
は
此
の
自
然
の

リ
ズ
ム
を
写
し
て
居
る
の
だ
。
又
之
か
ら
大
に
そ
れ
を
描
か
ん
と
思
っ
て
居
る
の

（
4（
（

だ
。

　

長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
和
田
と
山
脇
の
対
比
で
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
形
で
／
色
で
感
ず
る
」
と
い
う
「
自
然
の

物
を
見
る
時
の
根
本
的
立
場
」
の
決
定
的
な
差
異
で
あ
る
。
山
脇
は
、「
何
時
、
如
何
な
る
場
処
と
云
え
ど
も
自
然
の
物
象
に
は
色

と
光
の
震
動
が
あ
る
」
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
あ
の
技
巧
を
光
の
強
烈
な
る
時
に
の
み
限
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
程
度
に
は
、「
色
と
光
」
に
よ
っ
て
モ
チ
ー
フ
を
捉
え
る
こ
と
を
血
肉
化
し
た
山
脇
は
、
次
に
引
く
「
六
月
十
五
日
」
の
日

記
に
お
い
て
、「
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ー
ブ
／
印
象
」
に
論
及
し
て
い
く
。

自
然
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
み
を
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ー
ブ
に
描
く
と
云
う
こ
と
は
画
の
上
ば
か
し
で
は
な
い
。
人
間
―
人
間
も
自
然
の

一
片
だ
が
―
其
人
間
も
個
人
と
し
て
各
々
自
分
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
此
の
地
上
に
最
も
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ー
ブ
に
印
し
て
死
す
れ
ば

よ
い
の
だ
。
成
丈
け
如
何
わ
し
い
才
能
や
、
感
覚
は
捨
て
て
し
ま
っ
て
、
其
の
人
の
最
も
エ
ッ
セ
ン
シ
ア
ル
な
も
の
ば
か
し
を

働
か
し
て
其
時
代
に
印
し
て
置
け
ば
よ
い
。
こ
れ
が
即
ち
ラ
イ
フ
其
物
の
印
象
的
作
品
で
あ
ろ

（
43
（

う
。

　

こ
こ
で
山
脇
は
、
絵
画
に
つ
い
て
の
信
条
を
人
間
に
も
重
ね
て
い
く
。
そ
の
帰
結
と
し
て
「
ラ
イ
フ
其
物
の
印
象
的
作
品
」
が
想
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定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
（
印
象
派
と
い
う
よ
り
は
）
芸
術
の
造
形
や
審
美
性
よ
り
も
創
り
手
の
人
格
（
大
き
さ
、
広
さ
）
を
重

ん
じ
る
ポ
ス
ト
印
象
派
の
芸
術
観
に
近
い
。
ま
た
、「
ラ
イ
フ
－
生
命
」
は
、
こ
の
時
期
に
高
村
光
太
郎
が
頻
用
し
て
い
た
時
代
の

鍵
語
で
も
あ
っ

（
43
（

た
。

　

最
後
に
、
第
五
と
し
て
次
に
引
用
す
る
「
七
月
四
日
」
の
日
記
か
ら
は
、
印
象
派
に
学
ん
だ
山
脇
の
目
が
、「
日
暮
里
の
停
車
場
」

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
が
、
如
実
に
う
か
が
え
る
。

坂
の
上
か
ら
見
渡
す
と
、
何
時
も
見
る
景
色
だ
が
、
目
の
前
に
は
、
石
油
発
動
機
製
造
処
と
檐
下
に
大
き
く
ペ
ン
キ
で
書
い

た
、〔

原
マ
マ
〕

少
さ
な
工
場
が
二
棟
並
ん
で
、
其
処
か
ら
金
槌
の
音
や
、
車
の
軋
る
響
が
聞
え
て
居
る
。
向
う
に
は
武
蔵
野
が
広
が
っ
て
、

青
い
稲
の
果
に
は
小
さ
な
木
立
の
向
に
箱
の
様
な
家
や
、
工
場
が
重
な
っ
て
煙
出
し
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
え
、
灰
色
の
空
へ

黒
い
煙
が
も
の
う
げ
に
上
っ
て
居
る
。

　

停
車
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
砂
地
に
植
え
つ
け
ら
れ
た
草
花
か
、
エ
ロ
ー
や
ヴ
ァ
ミ
リ
オ
ン
色
に
輝
い
て
、
烟
に
燻
ぶ

っ
た
灰
色
の
停
車
場
で
は
、
何
ん
と
な
く
目
を
引

（
43
（

く
。

　

こ
こ
で
山
脇
は
、《
停
車
場
の
朝
》
－
モ
ネ
を
想
起
さ
せ
る
「
日
暮
里
の
停
車
場
」
に
視
線
を
注
い
で
、
第
一
に
景
色
か
ら
「
音
」

や
「
響
」
を
聞
き
と
り
、
第
二
に
武
蔵
野
を
見
て
は
煙
で
う
つ
ろ
い
ゆ
く
景
色
を
捉
え
、
第
三
に
足
も
と
の
草
花
を
絵
の
具
の
色
で

捉
え
、
そ
の
光
を
感
受
し
て
い
る
。
こ
こ
で
山
脇
は
す
で
に
、
印
象
派
か
ら
学
ん
だ
も
の
の
見
方
－
捉
え
方
を
着
実
に
実
践
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
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Ⅲ　
「
断
片
」
の
理
論
的
（
潜
勢
的
）
射
程

　

本
節
で
は
山
脇
信
徳
の
画
論
「
断
片
」
を
精
読
し
て
い
く
。「
断
片
」
に
つ
い
て
は
、
鍵
岡
正
謹
が
「「
断
片
」
の
タ
イ
ト
ル
そ
の

ま
ま
に
、
短
い
言
葉
の
破
片
を
散
乱
さ
せ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
信
徳
が
「
日
記
」
の
な
か
で
追
求
し
て
来
た
絵
画
思
考
を
、
端
的
に

表
白
し
て
い

（
43
（

る
」
と
そ
の
性
格
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

以
下
、「
断
片
」
を
構
成
す
る
二
五
の
断
章
を
①
～
㉕
と
略
記
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
写
実
か
ら
ポ
ス
ト
印
象
派
ま
で
の
体
感
的

0

0

0

理
解
を
時
系
列
に
即
し
て
言
語
化
し
た
①
を
次
に
引
く
。

　

写
実
の
追
求
は
物
象
の
崩
壊
を
来
し
、
崩
壊
は
動
揺
と
な
り
、
錯
乱
と
な
つ
て
、
画
家
は
次
第
に
時
間
の
観
念
に
囚
は
れ
、

絵
画
は
益
々
瞬
間
的
の
も
の
と
な
る
。

　

私
は
こ
の
瞬
間
的
気
分
を
飽
迄
追
求
し
て
、
何
処
ま
で
も
物
象
の
形
態
を
リ
ズ
ム
に
よ
つ
て
破
壊
せ
ん
と
努
め
た
。〔
略
〕

そ
し
て
最
後
に
無
形
画
の
境
に
入
つ
て
縹
渺
た
る
象
徴
的
気
分
に
生
き
ん
と
あ
せ
つ
た
。

　

処
が
、
僅
に
其
努
力
の
初
歩
に
於
て
、
早
く
も
私
の
画
は
不
変
に
転
じ
た
。

　

そ
れ
は
私
が
分
解
と
破
壊
を
追
求
す
れ
ば
す
る
程
、
不
思
議
に
も
私
の
画
は
反
対
の
方
向
を
と
つ
て
総
合
と
固
定
に
逆
戻
り

を
為
始
め
た
。

　

実
際
こ
れ
は
私
に
と
つ
て
思
ひ
が
け
な
い
結
果
で
あ
つ
た
。
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刹
那
は
永
遠
に
転
じ
、
動
揺
は
静
止
に
戻
り
、
多
変
は
不
変
に
移
り
、
抽
象
は
具
体
に
返
り
、
時
間
は
空
間
と
な
り
、
分
解

は
総
合
と
な
つ
て
私
の
苛
々
し
た
気
分
は
何
処
と
な
く
静
か
な
大
き
な
心
持
ち
に
な
つ
て
来
た
。

　

私
は
色
彩
の
分
裂
を
平
面
に
伸
べ
、
光
の
波
動
を
線
条
に
約
し
た
。
そ
し
て
絵
画
の
エ
ツ
セ
ン
ス
＝
タ
イ
ム
と
ス
ペ
ー
ス
を

合
せ
た
る
デ
コ
レ
ー
シ
ヨ
ン
が
生
れ
た
。

　

私
は
始
め
て
ポ
ス
ト
、
イ
ン
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ニ
ス
ト
の
画
は
単
純
な
プ
リ
ミ
チ
ー
ヴ
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
知
つ
た
。（
一
〇

四
～
一
〇
五
頁
）

　

こ
う
し
た
思
索
に
つ
い
て
、
速
水
豊
は
次
の
よ
う
に
意
味
づ
け
て
い
る
。

　

山
脇
は
、
写
実
あ
る
い
は
自
然
主
義
を
、
お
そ
ら
く
印
象
派
的
な
方
法
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
つ
き
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
か
ら
別
の
境
地
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
瞬
間
的
、
刹
那
的
な
現
象
を
捉
え
る
印
象
派
的
な
描
法
が
対

象
の
分
解
と
破
壊
を
招
い
た
後
、
む
し
ろ
色
彩
そ
の
も
の
が
再
現
的
で
な
い
自
律
的
な
構
成
を
作
り
だ
す
に
至
っ
た
過
程
と
し

て
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
、
彼
は
ポ
ス
ト
・
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
絵
が
理
解
で
き
た
と

言
（
43
（

う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
山
脇
は
、
②
・
③
に
お
い
て
「
所
謂
前
期
印
象
派
」、「
マ
ネ
ー
」、「
モ
ネ
ー
」、「
ピ
サ
ロ
」、「
シ
ス
レ
ー
」

を
あ
げ
て
は
「
何
れ
も
空
虚
」
だ
と
批
判
的
に
言
及

（
44
（

し
、「
も
つ
と
〳
〵
神
経
と
、
多
変
と
、
理
智
と
、
力
を
要
求
す
る
」（
一
〇
五
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頁
）
と
、
さ
ら
な
る
前
進
を
目
指
し
て
い
く
。
こ
う
考
え
る
山
脇
は
、
⑤
で
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
芸
術
家
像
を
次
の
よ
う
に
提

示
す
る
。

　

画
家
が
最
も
自
己
の
存
在
を
意
識
す
る
の
は
描
き
つ
ゝ
あ
る
時
で
あ
る
。
描
き
上
げ
た
時
、
も
う
其
画
は
画
家
に
と
つ
て
極

め
て
縁
が
遠
い
。
画
家
は
既
に
新
た
な
る
自
己
で
あ
る
か
ら
。（
一
〇
六
頁
）

　

類
似
し
た
内
容
は
、
⑬
に
お
い
て
「
昨
日
の
技
巧
は
今
日
の
技
巧
で
な
い
」、「
今
日
の
私
は
明
日
の
私
で
な
い
」（
一
〇
七
頁
）

と
変
奏
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
画
家
の
変
化
は
、
光
の
変
化
に
も
関
わ
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
明
治
末
年
の
日
本
に
お
い
て
は
野フ

ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム

獣
主
義
と
い
う
よ
り
、
ポ
ス
ト
印
象
派
の
代
表
的
画
家
と
し
て
注
目

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
（H

enri M
atisse 1869

―195

（
44
（4

）
の
画
論
、
高
村
砕
雨
〔
高
村
光
太
郎
〕
訳

「H
EN

RI-M
A

T
ISSE

の
画
論
（
一
）・（
二
）」（『
ス
バ
ル
』
一
九
〇
九
・
九
、
一

（
44
（

〇
）
と
も
重
な
り
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
画
論
の
な
か
で
、
マ
テ
ィ
ス
は
自
作
－
自
身
の
連
続
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。

自
分
で
は
、
私
の
最
近
の
作
と
昔
の
作
と
の
間
に
強
い
連
絡
を
確
か
に
認
め
て
居
る
。
け
れ
ど
も
、
今
日
の
私
の
考
へ
て
ゐ
る

所
は
、
昨
日
の
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
は
居
ら
ぬ
。
私
の
考
へ
の
根
底
に
変
り
は
な
い
が
、
し
か
も
考
へ
は
常
に
進
化
し
て
行

き
、
従
つ
て
其
の
発
表
の
技
巧
も
移
つ
て
来
て
居
る
。〔
略
〕
私
は
常
に
同
じ
目
標
に
向
つ
て
歩
ん
で
ゐ
る
。
唯
其
所
に
達
す

る
為
め
の
道
を
い
ろ
い
ろ
に
変
へ
て
進
ん
で
行
か
う
と
し
て
ゐ
る
ま
で
で
あ
る
。（
九
月
、
六
六
～
六
七
頁
）

ア

ン

リ

イ
、

マ

チ

ス
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こ
こ
で
マ
テ
ィ
ス
は
、
自
分
自
身
が
日
々
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
「
考
へ
」
－
「
技
巧
」
が
変
化
し
、
そ
れ
に
連
動
し
て
作
品

も
変
化
す
る
こ
と
を
肯
定
的
に
自
覚
し
て
い
る
。
作
品
を
描
き
あ
げ
る
経
験
が
、
画
家
を
「
新
た
な
る
自
己
」
へ
と
変
化
さ
せ
て
い

く
と
い
う
山
脇
と
マ
テ
ィ
ス
と
は
、「
考
え
」
へ
の
論
及
の
有
無
や
思
索
と
変
化
の
先
後
関
係
に
は
差
異
が
あ
る
が
、「
技
巧
」
と

「
私
」
の
相
関
関
係
か
ら
絶
え
ざ
る
変
化
を
遂
げ
て
い
く
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
絵
画
制
作
を
め
ぐ
る
諸
要
素
は
、
画
家
主
体
を
軸
と
し
て
す
べ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
絵
画
表
現

が
自
己
－
人
格
の
表
現
と
別
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
の
だ
。

　

山
脇
が
そ
の
こ
と
を
端
的
に
語
っ
た
の
は
、
⑦
で
あ
る
。

　

筆
触
と
は
神
経
の
顫
動
で
あ
る
、
一
片
の
筆
触
は
全
人
格
を
反
映
す
る
。
一
枚
の
画
は
一
呼
吸
の
も
と
に
動
か
ね
ば
な
ら
ん
。

要
す
る
に
リ
ズ
ム
の
統
一
で
あ
る
。（
一
〇
六
頁
）

　
「
断
片
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
た
重
要
な
一
節
で
あ

（
44
（

る
。
こ
う
し
た
考
え
の
実
践
と
目
さ
れ
る
《
夕
日
》
を
論
じ
た
田
中

淳
の
議

（
4（
（

論
に
即
し
て
、
速
水
豊
は
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

《
夕
日
》
に
お
い
て
は
、
印
象
派
的
な
筆
触
分
割
が
そ
れ
ま
で
の
写
実
的
な
目
的
の
域
を
超
え
、
強
烈
な
色
彩
の
タ
ッ
チ
や
線

条
が
、
風
景
の
再
現
に
寄
与
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
律
的
な
絵
画
表
現
の
因
子
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
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で
あ
る
。
し
か
し
、
自
律
的
と
い
う
言
葉
は
誤
解
を
ま
ね
く
。
と
い
う
の
も
、
山
脇
に
と
っ
て
こ
の
タ
ッ
チ
や
線
条
は
画
家
の

内
的
な
も
の
に
直
結
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ

（
43
（

る
。

　

つ
づ
け
て
速
水
は
、
⑦
と
も
直
接
関
わ
る
㉕
を
参
照
す
る
。
㉕
は
、
次
の
一
節
か
ら
書
き
お
こ
さ
れ
る
。

　

木
下
〔
杢
太
郎
〕
君
は
私
の
近
頃
の
画
を
恰
度
怒
つ
た
啞
者
の
様
に
如
何
に
も
表
現
の
技
巧
に
乏
し
い
と
評
さ
れ
た
が
、
今

少
し
筆
触
と
動
勢
に
潜
む
内
面
の
気
分
に
注
意
し
て
貰
ひ
た
か
つ
た
。（
一
一
〇
頁
）

　

右
の
主
張
に
つ
い
て
、
速
水
は
「
山
脇
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
〔「
全
人
格
」
－
「
内
面
の
気
分
」〕
を
表
わ
す
の
は
、
絵
画
に
再
現
さ

れ
た
情
景
や
人
物
で
は
な
く
、「
筆
触
」
な
の
で
あ

（
43
（

る
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
解
は
、
ポ
ス
ト
印
象
派
の
芸
術
家
、
そ
し

て
彼
ら
を
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
と
し
た
白
樺
派
の
〝
人
格
を
重
視
し
た
芸
術
家
像
〟
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
山
脇
が
⑦
に
書
き
記
し
た
の
は
、
画
家
の
人
格
の
み
で
は
な
い
。
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
鍵
語
は
、「
リ
ズ
ム
」
で
あ

る
。
そ
れ
は
単
に
画
家
と
絵
画
表
現
の
共
振
を
指
す
ば
か
り
で
な
く
、
そ
も
そ
も
「
自
然
」
に
宿
る
も
の
な
の
だ
。
そ
の
こ
と
は
、

⑯
～
⑱
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
⑯
か
ら
引
く
。

　

自
然
の
色
は
其
時
と
、
処
と
、
物
と
を
問
は
ず
常
に
ピ
ユ
ア
ー
で
フ
レ
ツ
シ
ユ
で
あ
る
。
有
ゆ
る
物
象
は
絶
え
ざ
る
リ
ズ
ム

に
顫
動
し
て
ゐ
る
。
日
光
の
強
烈
な
時
の
み
物
象
が
崩
れ
、
色
彩
が
乱
れ
る
な
ど
と
云
ふ
の
は
あ
ま
り
に
他
愛
な
い
話
で
あ
る
。
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（
一
〇
八
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、
山
脇
が
「
リ
ズ
ム
」
を
感
じ
て
そ
れ
を
重
視
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
「
自
然
」
に
由
来
す
る
。
画
家
の
神
経
と
自

然
の
物
象
と
を
、
い
ず
れ
も
「
顫
動
」
と
い
う
表
現
－
修
辞
で
捉
え
る
山
脇
は
、
⑰
で
は
「
如
何
な
る
方
面
よ
り
自
然
を
解
釈
す
る

も
極
点
に
達
す
れ
ば
必
ず
同
一
点
に
邂
逅
す
る
」、「
光
よ
り
す
る
も
、
色
よ
り
す
る
も
、
形
よ
り
す
る
も
」（
一
〇
八
頁
）
と
、
⑯

を
補
い
つ
つ
「
自
然
」
を
核
に
据
え
る
。
さ
ら
に
、
⑱
で
は
、
目
指
す
べ
き
「
自
然
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て

い
る
。

　

自
然
の
核
心
に
入
る
関
門
は
無
数
に
連
続
し
て
ゐ
る
。
唯
天
才
の
み
其
鍵
を
許
さ
れ
る
。
時
代
を
追
ふ
て
此
等
の
門
戸
は
一

つ
一
つ
開
か
れ
て
行
く
、
一
度
開
か
れ
た
る
関
門
は
其
人
の
絶
対
所
有
で
あ
つ
て
亦
他
の
侵
入
を
許
さ
な
い
。
唯
通
過
を
諾
す
、

通
過
せ
ざ
れ
ば
新
な
る
自
己
の
関
門
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。（
一
〇
八
頁
）

　

自
身
の
個
展
へ
の
批
評
で
あ
る
有
島
壬
生
馬
「
琅
玕
洞
に
於
け
る
山
脇
信
徳
氏
の
近
作
」（『
白
樺
』
一
九
一
一
・
六
）
へ
の
応
答

と
し
て
、
㉔
に
お
い
て
「
私
の
画
が
所
謂
印
象
派
と
い
ふ
形
式
の
皮
相
な
模
倣
で
あ
る
か
、
又
写
実
の
追
求
よ
り
起
る
余
儀
な
き
過

程
に
あ
る
か
は
見
る
人
の
判
断
に
委
す
よ
り
仕
方
が
な
い
」（
一
〇
九
頁
）
と
述
べ
た
山
脇
の
目
指
す
も
の
が
、「
自
然
（
の
核
心
）」

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
山
脇
は
㉕
の
末
尾
（「
断
片
」
結
末
）
に
お
い
て
、「
絵
画
の
約
束
」
を
要
請
す
る
杢

太
郎
へ
の
反
論
と
し
て
「
た
と
へ
人
間
の
約
束
に
は
違
反
し
て
も
自
然
の
約
束
に
は
背
か
な
い
積
り
」（
一
一
〇
頁
）
だ
と
言
明
し
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て
い
た
の

（
43
（

だ
。

　

こ
う
し
た
「
自
然
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、（
結
果
的
に
）
山
脇
を
理
論
的
に
支
持
し
て
き
た
高
村
光
太
郎
「
緑
色
の
太
陽
」

（『
ス
バ
ル
』
一
九
一
〇
・
四
）
の
次
の
一
節
と
も
共
振
し
て
い
る
。

自
分
と
異
な
つ
た
自
然
の
観
か
た
の
あ
る
の
をA

N
GEN

EH
M

E U
EBERFA

IL

と
し
て
、
如
何
程
ま
で
に
其
の
人
が
自
然

に
核
心
を
覗
ひ
得
た
か
、
如
何
程
ま
で
に
其
の
人
のGEFU

EH
L

が
充
実
し
て
ゐ
る
か
、
の
方
を
考
へ
て
見
た
い
の
で
あ
る
。

其
の
上
で
そ
の
人
のGEM

U
ET

SST
IM

M
U

N
G

を
味
ひ
た
い
の
で
あ
る
。（
三
六
頁
）

　

光
太
郎
は
、
こ
う
し
た
多
様
な
「
自
然
の
観
か
た
」
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
こ
と
で
、「
芸
術
家
のPERSO

EN
LICH

K
EIT

に

無
限
の
権
威
を
認
め
よ
う
」（
三
五
頁
）
と
し
て
い
た
の
だ
。

　

こ
の
二
つ
の
議
論
を
並
置
す
れ
ば
、「
自
然
（
の
核
心
）」
に
向
け
た
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
想
定
し
て
い
た
山
脇
も
ま
た
、
芸
術

家
の
「（
全
）
人
格
」
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
明
治
末
年
に
「
画
家
の
思
想
」
と
「
芸
術
」
の
不
可
分
な
連
動
を
語
っ
て
い
た
の
は
、
高
村
砕
雨
（
高
村
光
太
郎
）
が

訳
し
た
「H
EN

RI-M
A

T
ISSE

の
画
論
」（
前
掲
）
で
あ
っ
た
。

　

何
を
措
い
て
も
私
の
得
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
は
エ
キ
ス
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン
で
あ
る
。
屡
々
人
は
私
を
目
す
る
に
或
る
科
学
を
根

拠
と
し
て
画
を
作
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
。
画
面
の
布
置
配
色
が
単
に
純
粋
な
視
覚
上
の
調
和
を
満
足
さ
せ
得
れ
ば
其
以
上
の
事
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を
和
が
望
ま
な
い
様
に
人
は
思
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
一
箇
の
人
間
と
し
て
の
画
家
の
思
想
は
其
の
芸
術
と
か
け
離
し
て
考
へ

ら
る
べ
き
も
の
て
は
無
い
。
思
想
が
深
く
な
れ
ば
其
だ
け
又
芸
術
が
満
ち
て
来
る
。（
満
ち
て
来
る
の
と
複
雑
に
な
る
の
と
は

違
ふ
。）
思
想
と
い
ふ
も
の
の
全
価
は
常
に
其
の
芸
術
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。

　

私
は
此
の
世ラ

ヰ
イ

か
ら
得
る
感
じ
と
此
を
翻
訳
す
る
方
法
態
度
と
の
間
に
区
別
を
つ
け
る
事
が
で
き
な
い
。（
九
月
、
六
七
～
六

八
頁
）

　

こ
の
よ
う
な
マ
テ
ィ
ス
の
画
論
と
山
脇
の
「
断
片
」
が
重
な
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
山
脇
が
目
指
し
て
い
た
芸
術
家
の
あ
り
方

－
絵
画
表
現
は
、
明
治
末
年
の
美
術
言
説
か
ら
検
討
す
る
限
り
、
や
は
り
印
象
派
と
い
う
よ
り
は
、
ポ
ス
ト
印
象
派
、
さ
ら
に
は

野フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム

獣
主
義
／
表エ

キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム

現
主
義
の
そ
れ
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
こ
れ
ら
は
山
脇
、
一
九
一
一
年
ま
で
の
実
践
的
思
索
で
あ
っ
た
。

Ⅳ　
大
正
期
－
野フ

ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム

獣
主
義
／
表エ

キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム

現
主
義
へ

　
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
に
際
し
て
山
脇
が
発
表
し
た
「
断
片
」
は
、
自
ら
㉓
で
「
以
上
〔
①
～
㉒
〕
は
理
窟
を
捏
ね
た
の
で
は
な

い
」、「
私
の
画
布
か
ら
得
た
貧
弱
な
経
験
に
過
ぎ
な
い
」（
一
〇
九
頁
）
と
言
明
し
た
よ
う
に
、
実
作
者
と
し
て
の
「
経
験
」
に
即

し
た
画
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
断
片
」
は
何
よ
り
画
家
－
絵
画
表
現
と
い
う
視
座
か
ら
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

明
治
末
年
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
荻
原
碌
山
、
高
村
光
太
郎
、
柳
宗
悦
、
山
脇
の
言
説
を
経
由
し
た
速
水
豊
に
よ
る
次
の
整
理
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は
、
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
読
む
べ
き
だ
ろ
う
。

明
治
末
の
数
年
間
に
表
明
さ
れ
て
い
た
こ
う
し
た
絵
画
観
が
、
大
正
期
に
現
れ
て
く
る
絵
画
の
諸
傾
向
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
山
脇
信
徳
が
き
わ
め
て
個
人
的
な
も
の
と
し
て
述
べ
て
い
た
体
験
と
実
践
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
こ
そ
あ

れ
、
複
数
の
若
い
画
家
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
そ
れ
は
例
え
ば
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
（
後
に
フ
ュ
ウ
ザ
ン

会
）
と
い
う
、
大
正
と
い
う
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
集
団
的
活
動
と
な
っ
て
現
れ
る
。
そ
こ
に
参
加

し
て
い
た
岸
田
劉
生
と
萬
鉄
五
郎
が
、
大
正
期
の
洋
画
表
現
を
特
徴
づ
け
る
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
後
の
絵
画
史
に
記
さ
れ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

（
43
（

い
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
明
治
末
年
に
は
印
象
派
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
体
現
し
て
い
た
山
脇
と
は
、
そ
の
実
、
野フ

ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム

獣
主
義
／

表エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム

現
主
義
（
少
な
く
と
も
そ
の
先
駆
的
な
画
風
）
と
し
て
、
同
時
に

0

0

0

映
じ
て
い
た
の
だ
。

　

こ
こ
で
、
二
つ
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
第
一
に
、
な
ぜ
時
差
を
孕
ん
だ
異
な
る
画
風
が
、
わ
ず
か
数
年
の
う
ち
に
一
人
の
画
家
に
見

出
さ
れ
た
の
か
。
第
二
に
、
な
ぜ
山
脇
は
印
象
派
や
ポ
ス
ト
印
象
派
と
目
さ
れ
、
野フ

ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム

獣
主
義
／
表エ

キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム

現
主
義
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ

た
の
か
。
根
を
一
つ
に
す
る
二
つ
の
問
い
を
同
時
代
言
説
か
ら
解
き
ほ
ぐ
し
、
混
沌
と
し
た
状
況
と
そ
の
渦
中
を
生
き
た
山
脇
の
位

置
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
第
一
の
疑
問
点
は
、
明
治
末
年
に
お
け
る
日
本
の
特
殊
な
状
況
に
由
来
す
る
。
暦
の
変
わ
り
目
に
書
か
れ
た
、
紀
淑
雄

「
画
界
の
新
現
象
」（『
趣
味
』
一
九
一
二
・
六
）
を
次
に
引
く
。
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従
来
の
画
家
又
は
時
勢
に
注
意
し
て
居
ら
ぬ
人
は
日
に
日
に
其
作
品
が
ク
ラ
シ
カ
ル
の
傾
向
を
帯
び
て
来
る
様
で
あ
る
。
少
く

と
も
新
進
画
家
の
眼
よ
り
見
る
と
従
来
の
洋
画
家
の
人
々
の
作
品
が
ア
カ
デ
ミ
ツ
ク
な
ク
ラ
シ
カ
ル
な
も
の
に
見
え
て
来
た
ら

し
い
。
清フ

レ
ツ
シ
ユ新

な
所
も
人
生
に
触
れ
た
所
も
感
じ

0

0

の
這
入
つ
た
所
の
な
い
作
品
の
様
に
見
な
さ
れ
て
来
つ
ゝ
あ
る
様
に
思
は
れ

た
。（
一
一
頁
）

　

こ
こ
で
は
、「
従
来
の
画
家
又
は
時
勢
に
注
意
し
て
居
ら
ぬ
人
」
と
「
新
進
画
家
」
に
新
旧
の
格
差
が
見
出
さ
れ
、「
清
新
」
や

「
人
生
に
触
れ
た
所
」
の
有
無
に
よ
っ
て
そ
の
峻
別
が
な
さ
れ
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
、
明
治
末
年
に
お
け
る
洋
画

の
新
潮
流
を
、
遠
く

0

0

か
ら
眺
め
た
評
言
と
い
っ
て
よ
い
。

　

も
う
少
し
解
像
度
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
次
に
引
く
紀
星
峰
「
近
時
の
美
術
に
対
す
る
疑
ひ
」（『
趣
味
』
一
九
一
二
・
一
一
）
が
示

唆
的
で
あ
る
。

洋
画
に
於
い
て
は
他
の
日
本
の
文
明
の
色
々
の
現
象
の
如
く
、
西
洋
の
す
べ
て
の
現
象
や
思
想
が
、
一
時
に
落
合
つ
て
、
そ
れ

が
深
い
浪
を
上
げ
強
く
吾
国
の
人
々
の
心
に
響
か
ん
ま
ゝ
に
共
存
し
て
、
然
も
進
み
行
く
や
う
に
我
洋
画
に
も
欧
米
の
現
時
の

社
会
に
起
つ
て
ゐ
る
色
々
の
現
象
が
、
等
し
く
入
つ
て
来
て
共
に
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
云
へ
ば
、
印
象
主
義
と

云
つ
て
も
思
想
界
の
所
謂
元
始
的
自
然
主
義
に
相
応
じ
た
や
う
な
旧
い
型
を
全
く
捨
て
ゝ
、
元
始
の
ま
ゝ
に
自
然
か
ら
得
た
る

印
象
を
現
は
さ
う
と
云
ふ
後
期
印
象
派
的
の
人
も
あ
る
と
見
れ
ば
、
又
科
学
的
印
象
主
義
に
似
通
つ
た
様
な
科
学
の
弊
即
ち
客
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観
的
の
表
現
に
傾
き
す
ぎ
た
印
象
主
義
も
あ
る
様
な
訳
で
、
そ
れ
に
又
シ
ヤ
バ
ン
ヌ
風
な
装
飾
的
の
も
の
が
あ
る
か
と
見
れ
ば
、

東
洋
若
く
は
埃え

ぢ
ぷ
と及

の
古
い
芸
術
に
幾
分
か
暗
示
を
得
て
、
欧
洲
に
近
頃
現
れ
そ
め
た
図
案
模
様
的
の
装
飾
画
の
も
の
も
入
つ
て

来
て
居
る
や
う
な
次
第
で
、
丁
度
桃
や
桜
な
ど
の
同
時
に
咲
く
東
北
の
春
の
や
う
な
も
の
だ
、
こ
れ
等
が
一
面
に
は
吾
々
に
ど

う
し
て
も
味
は
ふ
前
に
準
備
の
智
識
を
要
す
る
や
う
な
一
原
因
と
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。（
一
〇
頁
）

　

こ
こ
で
は
、《
色
々
の
現
象
》
が
《
一
時
》
に
日
本
に
移
入
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
直
接
関
わ
る
画
家
や
評
論
家
は
措
く
と
し
て
、

一
般
の
《
吾
々
》
に
は
理
解
し
に
く
い
状
況
が
生
じ
た
、
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　

な
ら
ば
、
こ
う
し
た
状
況
を
、
洋
画
家
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
経
験
し
て
い
た
の
か
。
最
新
の
西
洋
美
術
潮
流
の
日
本
に
お
け
る
紹

介
－
翻
訳
の
時
差
、（
美
術
に
限
定
さ
れ
な
い
）
芸
術
一
般
に
関
わ
る
同
時
代
の
動
向
－
流
行
も
関
わ
る
こ
と
で
、
明
治
末
年
か
ら

大
正
期
に
か
け
て
の
数
年
間
、
日
本
の
洋
画
史
に
は
混
沌
と
し
た
状
況
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
凝
縮

0

0

さ
れ
た
時
期
に
学
び
－
思
索
し
た
山
脇
は
、
東
京
美
術
学
校
に
学
び
、《
停
車
場
の
朝
》、《
雨
の
夕
》、《
夕
日
》

な
ど
を
描
き
、
画
論
「
断
片
」
を
書
い
た
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
山
脇
の
画
業
－
軌
跡
に
は
、
明
治
末
年
に
お
け
る
日
本
の
西
洋
美

術
受
容
の
歴
史
が
、
集
約
的
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
づ
い
て
、
第
二
の
疑
問
に
つ
い
て
は
「
後
印
象
派
」（
柳
宗
悦
）
と
い
う
訳
語
も
含
め
て
、
山
脇
も
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
『
白

樺
』
に
よ
る
、
新
し
い
－
偉
大
な
芸
術
家
（
像
）
を
め
ぐ
る
言
説
の
形
成
と
そ
の
影
響
力
が
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
み
え

（
43
（

る
。
洋
画

の
新
潮
流
と
も
重
な
る
ロ
ダ
ン
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
そ
し
て
マ
テ
ィ
ス
を
、『
白
樺
』
は
そ
の
美
術
史
上
の
意
義
や
造
形
的

側
面
を
看
過
し
つ
つ

0

0

0

0

0

、
芸
術
家
と
し
て
の
人
格
－
自
己
表
現
を
最
大
限
に
評
価
し
て
い
っ

（
（4
（

た
。「
ゴ
ツ
ホ
や
マ
テ
イ
ス
を
理
解
す
る
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連
中
」
と
そ
う
で
は
な
い
人
々
と
で
は
、「
先
天
的
に
範
疇
が
違
ふ
」
と
断
じ
る
平
澤
仲
次
〔
長
與
善
郎
〕
は
、「
六
号
感
想　

人
類

的
、
内
容
、
及
其
他
」（『
白
樺
』
一
九
一
二
・
九
）
に
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
た
。

吾
々
が
其
与
え
ら
れ
た
る
各
々
の
範
疇
の
君
主
に
な
る
事
は
又
自
然
の
意
志
で
あ
る
。
自
己
の
範
疇
の
君
主
で
あ
る
限
り
他
の

何
人
に
も
譲
ら
ざ
る
、
又
理
解
し
能
は
ざ
る
処
の
確
乎
な
る
独
立
的
自
信
が
（
自
己
の
態
度
又
は
行
為
の
上
に
も
）
何
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
さ
え
堅
固
に
持
つ
て
居
れ
ば
吾
々
は
外
か
ら
何
と
云
は
れ
て
も
見
ら
れ
て
も
平
気
で
進
む
事
が
出
来
る
。

（
一
八
七
頁
）

　

ま
た
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
で
杢
太
郎
論
駁
の
最
前
線
に
立
っ
た
武
者
小
路
実
篤
は
、「
個
性
に
就
て
の
雑
感
」（『
白
樺
』
一
九

一
二
・
一
〇
）
に
お
い
て
、「
個
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
「
西
洋
の
芸
術
家
」
を
紹
介
－
礼
讃
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

　

自
分
達
は
た
ゞ
い
た
づ
ら
に
西
洋
人
を
か
つ
ぐ
の
で
は
な
い
。
西
洋
の
芸
術
家
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
い
。
何
等
か
の
意
味

で
吾
人
の
個
性
を
生
か
し
て
く
れ
た
、
又
く
れ
つ
ゝ
あ
る
も
の
を
紹
介
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
吾
人
に
と
つ
て
は
自
己
の
個
性

を
何
処
ま
で
も
生
か
し
て
ゆ
く
の
が
第
一
で
あ
る
。〔
略
〕

　

自
分
達
は
内
心
の
要
求
に
従
つ
て
進
ん
で
来
た
点
に
於
い
て
今
の
日
本
の
誰
に
も
負
け
な
い
心
算
で
あ
る
。
従
つ
て
自
分
達

は
ジ
ヤ
ン
プ
は
出
来
な
か
つ
た
。
キ
ユ
ビ
ス
ト
や
、
未
来
派
は
ま
だ
自
分
達
に
は
し
つ
く
り
は
来
な
い
、
だ
か
ら
今
の
所
ま
だ

本
物
か
噓
物
か
は
つ
き
り
は
し
な
い
。
マ
チ
ス
は
こ
の
頃
に
な
つ
て
し
つ
く
り
来
た
。
も
う
誰
が
何
と
云
つ
て
も
マ
チ
ス
の
大
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芸
術
家
で
あ
る
こ
と
は
疑
へ
な
い
。（
五
六
頁
）

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
武
者
小
路
同
様
、
マ
テ
ィ
ス
を
高
く
評
価
す
る
柳
宗
悦
に
し
て
も
、
彼
を
「
後
印
象
派
」（
ポ
ス
ト
印

象
派
）
と
い
う
枠
組
み
か
ら
捉
え
て
い
た
こ
と
だ
。「
マ
ネ
ー
及
後
印
象
派
画
家
展
覧
会
」
の
目
録
に
あ
る
序
文
の
翻
訳
」
で
あ
る

「
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
と
後
印
象
派
」（『
白
樺
』
一
九
一
三
・
一
）
の
冒
頭
「
序
に
か
へ
て
」
に
お
い
て
、
柳
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
た
。

　

ヴ
ァ
ン
・
コ
オ
ホ
や
ゴ
オ
ガ
ン
が
偉
大
な
芸
術
家
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
是
認
し
た
識
者
の
中
で
更
に
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
の

芸
術
に
逢
着
し
て
そ
の
価
値
を
認
め
る
事
に
躊
躇
し
て
ゐ
る
人
は
沢
山
あ
る
。
然
し
彼
の
芸
術
が
偉
大
な
も
の
と
し
て
承
認
せ

ら
れ
る
事
は
、
思
想
の
必
然
な
要
求
を
追
は
ざ
る
を
得
な
い
も
の
に
と
つ
て
は
既
定
せ
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。（
一
六
五
頁
）

　

こ
う
し
て
、『
白
樺
』
誌
上
に
お
い
て
、
マ
テ
ィ
ス
は
「
後
印
象
派
」
の
「
偉
大
な
芸
術
家
」（
の
一
人
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
く
。

　

こ
の
こ
と
は
正
誤
と
し
て
と
い
う
よ
り
、
近
代
日
本
に
お
け
る
西
洋
文
化
移
入
－
翻
訳
に
関
わ
る
難ア

ポ
リ
ア問

と
み
る
べ
き
で
、
既
出
の

邦
訳
画
論
（
一
九
〇
九
）
に
お
い
て
マ
テ
ィ
ス
は
「
何
を
措
い
て
も
私
の
得
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
は
エ
キ
ス
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン
で
あ

る
」（
九
月
、
六
七
頁
）
と
言
明
し
て
い
た
。
北
澤
憲
昭
は
「
美
術
の
世
界
で
は
、「
表
現
主
義
」
と
い
う
語
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
表
現
」
がexpression

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
用
法
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
だ
い
た
い
明
治
四
〇
年
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代
か
ら
の
こ

（
（4
（

と
」
だ
と
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
は
単
に
翻
訳
の
問
題
で
は
な
く
、
洋
画
の
新
潮
流
に
も
関
わ
る
。
河
野
桐
谷
は
「
最
近

画
界
の
一
瞥
」（『
早
稲
田
文
学
』
一
九
一
二
・
一
〇
）
に
お
い
て
、「
私
は
後
期
印
象
派
が
、
在
来
の
画
と
異
な
る
重
要
な
一
点
は
、

其
表
現
的
（expressive

）
な
る
に
あ
る
と
思
ふ
、
在
来
の
画
は
一
口
に
云
へ
ば
再
現
的
（Representation

）
で
あ
つ
た
」（
二
四

三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
後
期
印
象
派
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
は
「
表
現
的
（expres-

sive

）」
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
明
治
末
年
か
ら
の
洋
画
の
新
潮
流
と
併
走
す
る
、
少
し
の
時
差
を
置
い
て
邦
訳
も
さ
れ
た
、
リ
ュ
ヰ
ス
・
ハ
イ
ン
ド
／

木
村
荘
八
訳
「
後
期
印
象
派
」（『
現
代
の
洋
画
』
一
九
一
三
・
八
）
を
参
照
し
て
お
こ
う
。
同
論
に
お
い
て
、「
後
期
印
象
派
」（
ポ

ス
ト
印
象
派
）
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　

美
で
は
な
い
、
表
現
が
芸
術
の
極
致
で
あ
る
。
美
は
起
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。
表
現
は
必
然
に
生
ず
る
の
で
あ
る
―
又
生

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
芸
術
は
美
で
は
な
い
。
表
現
で
あ
る
。（
一
頁
）

　

こ
う
し
た
主
張
が
、
マ
テ
ィ
ス
や
日
本
の
新
進
洋
画
家
た
ち
の
考
え
と
共
振
し
て
い
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
次
の
一
節
を
読
め
ば
、

『
白
樺
』
と
も
共
鳴
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

後
期
印
象
派
の
生
み
の
親
で
あ
る
セ
ザ
ン
ヌ
は
芸
術
家
で
あ
つ
た
。
彼
に
取
つ
て
は
心
霊
的
意
義
が
全
部
で
あ
つ
た
。
芸
術
家

は
楽
に
数
へ
ら
れ
る
、
け
れ
ど
も
画
工
は
数
ふ
る
に
暇
が
な
い
。
後
期
印
象
派
の
創
始
者
で
あ
る
セ
ザ
ン
ヌ
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ォ
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ホ
及
び
ゴ
ー
ガ
ン
は
芸
術
家
で
あ
つ
た
。（
二
頁
）

　

た
だ
し
、
つ
づ
い
て
ハ
イ
ン
ド
は
次
の
よ
う
に
「
後
期
印
象
派
」
と
い
う
「
呼
称
」
を
改
め
る
こ
と
を
提
案
し
て
も
い
た
。

　

単
な
る
再
表
現
の
重
荷
と
、
既
に
老
枯
し
初
め
た
伝
統
の
そ
れ
と
を
捨
て
た
廻
礼
者
を
誘
ふ
て
創
め
ら
れ
た
る
自
由
の
道
程

に
冠
す
る
と
し
て
は
、
明
ら
か
に
後ポ

ス
ト
・
ア
ン
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ニ
ズ
ム

期
印
象
派
よ
り
も
表

エ
キ
ス
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ニ
ズ
ム

現

派
の
方
が
好
い
呼
称
で
あ
る
。（
二
頁
）

　

つ
ま
り
、
明
治
末
年
の
日
本
に
お
い
て
、
ポ
ス
ト
印
象
派
以
降
の
野フ

ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム

獣
主
義
／
表エ

キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム

現
主
義
と
い
っ
た
言
葉
は
同
じ
芸
術
家
に

対
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
芸
術
家
に
学
ん
で
い
た
山
脇
も
ま
た
、
歴
史
的
な
混
乱
－
混
同
を
体
現
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の

（
（4
（

だ
。
と
な
る
と
、
改
め
て
検
討
す
べ
き
な
の
は
、「
断
片
」
に
刻
ま
れ
た
山
脇
の
思
索
と
、
そ
の
先
端
的
な
成
果
で
あ
る
と
こ

ろ
の
実
作
《
夕
日
》
の
絵
画
表
現
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
捉
え
方
か
ら
言
語
化
す
べ
き
な
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
地
点

0

0

0

0

か
ら
、
山
脇
は
さ
ら
に
先0

を
目
指
し
て
い
た
。「
断
片
」
㉔
に
は
、「
私
に
は
未
だ
瞬
間
的
気
分
を
極
度
ま
で
突
詰
め
て

見
る
余
裕
と
欲
望
が
あ
る
か
ら
」（
一
一
〇
頁
）
と
あ
り
、
そ
の
時
点
で
の
創
作
方
法
に
よ
る
実
作
の
継
続
を
企
図
し
て
い
た
よ
う

だ
。
だ
が
、
一
九
一
二
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
ヒ
ユ
ウ
ザ
ン
会
へ
出
品
予
定
で
あ
っ
た
山

（
（4
（

脇
は
、
一
九
一
一
年
六
月
、
研
究
科
を

依
願
退
学
し
、
翌
年
四
月
か
ら
は
滋
賀
県
立
膳
所
中
学
校
教
諭
と
な
り
、
洋
画
の
新
潮
流
－
フ
ロ
ン
ト
か
ら
は
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
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《
注
》

（
1
）　

拙
論
「
明
治
末
年
に
お
け
る
西
洋
美
術
受
容
・
再
考
―
言
説
上
の
印
象
派
・
後
期
印
象
派
」（『
大
衆
文
化
』
二
〇
二
一
・
九
）
ほ
か
参
照
。

（
2
）　

酒
井
哲
朗
「
１
９
１
０
年
代
の
日
本
美
術
」（
三
重
県
立
美
術
館
編
『
二
〇
世
紀
日
本
美
術
再
見
［
1
］
１
９
１
０
年
代　

光
り
耀
く
命
の
流
れ
』
三
重
県
立
美
術

館
協
力
会
、
一
九
九
六
）、
四
頁
。

（
3
）　

岡
畏
三
郎
「
明
治
末
期
に
於
け
る
「
新
傾
向
」
に
就
て
」（『
美
術
研
究
』
一
九
五
一
・
三
）
ほ
か
参
照
。

（
4
）　

二
つ
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
中
村
義
一
「
日
本
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
誕
生

―
「
生
の
芸
術
」
論
争
」（『
日
本
近
代
美
術
論
争
史
』
求
龍
堂
、
一
九
八
一
）、
中
村
義

一
「『
白
樺
』
近
代
主
義
の
争
点
―
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
」（『
続
日
本
近
代
美
術
論
争
史
』
求
龍
堂
、
一
九
八
二
）
ほ
か
参
照
。

（
5
）　

山
脇
信
徳
へ
の
注
目
－
再
評
価
と
い
う
観
点
か
ら
二
つ
の
論
争
を
め
ぐ
る
言
説
を
検
討
し
た
、
拙
論
「「
生
の
芸
術
」
論
争
・
再
考
―
山
脇
信
徳
《
停
車
場
の
朝
》

を
め
ぐ
る
言
説
」（『
人
文
学
研
究
所
報
』
二
〇
二
二
・
三
）、「
明
治
末
年
に
お
け
る
洋
画
の
新
潮
流

―
山
脇
信
徳
と
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
の
再
検
討
か
ら
」（
中

林
広
一
編
『
ア
ジ
ア
圏
に
お
け
る
文
化
の
生
成
・
受
容
・
変
容
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
二
二
）
参
照
。

（
6
）　

田
中
淳
「「
絵
画
の
約
束
」
論
争

―
山
脇
信
徳
・
木
下
杢
太
郎
・
武
者
小
路
実
篤
」（『
太
陽
と
「
仁
丹
」
―
一
九
一
二
年
の
自
画
像
群
・
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
な

か
の
「
仁
丹
」』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
二
）
参
照
。

（
7
）　

鍵
岡
正
謹
『
山
脇
信
徳　

日
本
の
モ
ネ
と
呼
ば
れ
た
男
』（
高
知
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
）、
一
四
五
頁
。

（
8
）　

山
梨
俊
夫
「『
白
樺
』
の
熱
と
波
」（『
白
樺
派
の
愛
し
た
美
術
』
読
売
新
聞
大
阪
本
社
、
二
〇
〇
九
）、
一
五
頁
。

（
9
）　

注
（
4
）〔「『
白
樺
』
近
代
主
義
の
争
点
」〕
に
同
じ
、
八
四
頁
。

（
10
）　

高
階
秀
爾
「『
白
樺
』
と
近
代
美
術
」（『
日
本
近
代
の
美
意
識
』
青
土
社
、
一
九
九
三
）、
三
六
五
頁
。

（
11
）　

速
水
豊
「
洋
画
に
お
け
る
表
現
主
義
」（
森
仁
史
監
修
『
躍
動
す
る
魂
の
き
ら
め
き
―
日
本
の
表
現
主
義
』
東
京
美
術
、
二
〇
〇
九
）、
三
六
五
頁
。

（
12
）　

河
村
章
代
・
中
谷
有
里
「［
資
料
紹
介
］
山
脇
信
徳
〈
絵
日
記
〉」（『
高
知
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
二
〇
一
九
・
三
）。

（
13
）　

河
村
章
代
「
資
料
紹
介　

山
脇
信
徳
の
美
校
時
代
日
記
」（『
高
知
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
二
〇
〇
〇
・
三
）。
以
下
、
本
稿
で
の
美
校
時
代
日
記
は
同
論
に
よ
る
。
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な
お
、
同
論
中
で
、
こ
の
期
間
の
日
記
に
つ
い
て
も
断
片
で
あ
っ
て
完
全
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
旧
字
・
旧
か
な
遣
い
は
適
宜
新
字
・
新
か
な
遣
い
に
改
め
、
判
読

で
き
な
い
部
分
は
□
で
示
し
た
こ
と
が
断
ら
れ
て
い
る
。

（
14
）　

注
（
7
）
に
同
じ
、
六
四
頁
。

（
15
）　

注
（
7
）
に
同
じ
、
六
五
頁
。

（
16
）　

注
（
7
）
に
同
じ
、
六
七
頁
。

（
17
）　

注
（
13
）
に
同
じ
、
三
八
頁
。

（
18
）　

石
井
柏
亭
「
一
方
寸
言
」（『
方
寸
』
一
九
〇
八
・
一
一
）、「
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
」（
石
井
柏
亭
・
黒
田
鵬
心
・
結
城
素
明
編
『
美
術
辞
典
』
日
本
美
術
院
、
一
九

一
四
）
ほ
か
参
照
。

（
19
）　

注
（
13
）
に
同
じ
、
三
八
頁
。

（
20
）　

吉
本
弥
生
「「
絵
画
の
約
束
」
論
争
―
「
印
象
」
か
ら
「
象
徴
」
に
向
か
う
時
代
の
な
か
で
」（『
日
本
研
究
』
二
〇
一
〇
・
三
）
ほ
か
参
照
。

（
21
）　

注
（
13
）
に
同
じ
、
四
三
頁
。

（
22
）　

注
（
13
）
に
同
じ
、
四
三
頁
。

（
23
）　

注
（
13
）
に
同
じ
、
四
九
～
五
〇
頁
。
な
お
、
引
用
文
中
の
注
は
原
文
注
で
、
こ
の
絵
が
《
雨
の
夕
》
を
指
す
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
こ
の
説
に
し
た
が
う
。

（
24
）　

注
（
13
）
に
同
じ
、
五
〇
頁
。

（
25
）　

注
（
13
）
に
同
じ
、
六
五
頁
。

（
26
）　

高
村
光
太
郎
「
第
三
回
文
部
省
展
覧
会
の
最
後
の
一
瞥
」（『
ス
バ
ル
』
一
九
一
〇
・
一
）
ほ
か
参
照
。

（
27
）　

注
（
13
）
に
同
じ
、
七
五
頁
。

（
28
）　

注
（
7
）
に
同
じ
、
一
四
五
頁
。

（
29
）　

注
（
11
）
に
同
じ
、
三
六
六
頁
。

（
30
）　

リ
ュ
ヰ
ス
・
ハ
イ
ン
ド
／
木
村
荘
八
訳
「
後
期
印
象
派
」（『
現
代
の
洋
画
』
一
九
一
三
・
八
）
に
は
、「
我
々
は
印
象
派
の
如
何
な
る
物
か
を
み
ん
な
知
つ
て
ゐ
る
」、
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「
エ
ド
ゥ
ア
ル
・
マ
ネ
ー
及
び
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
ー
、
此
の
二
天
才
が
そ
の
運
動
の
主
力
で
あ
つ
た
、
そ
の
華
々
し
い
次
官
と
し
て
シ
ニ
ヤ
ッ
ク
、
セ
ゥ
ラ
ー
、
シ
ス

レ
ー
、
ピ
サ
ロ
及
び
其
他
が
居
た
の
で
あ
る
」（
四
頁
）
と
あ
る
。

（
31
）　

田
中
容
子
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
の
日
本
へ
の
紹
介
（
一
九
〇
九
―
一
九
一
三
）
―
高
村
光
太
郎
の
役
割
再
考
―
」（『
比
較
文
学
研
究
』
二
〇
〇
一
・
八
）
ほ
か

参
照
。

（
32
）　

訳
文
に
先
立
ち
、
高
村
は
「
巴
里
の
『
サ
ロ
ン
、
ド
オ
ト
ン
ム
』
は
世
界
美
術
の
奇
観
と
称
せ
ら
れ
て
居
る
」（
六
四
頁
）、「
此
の
『
サ
ロ
ン
、
ド
オ
ト
ン
ム
』
の

頭
株
で
、
各
国
か
ら
嘲
笑
を
楽
し
み
に
し
て
見
に
来
る
人
等
の
標
的
に
な
つ
て
ゐ
る
の
が
、
ア
ン
リ
イ
、
マ
チ
ス
と
い
ふ
画
家
で
あ
る
」、「
此
に
続
い
て
ヴ
ン
、
ド
ン

ゲ
ン
が
ワ
キ
位
の
位
置
に
ゐ
る
」（
六
五
頁
）
と
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
同
論
は
、
ア
ン
リ
イ
・
マ
チ
ス
／
高
村
光
太
郎
訳
「
画
論
（
一
九
〇
八
年
十
二
月
）」（『
白

樺
』
一
九
一
三
・
一
）
と
し
て
、
再
度
訳
出
さ
れ
る
。

（
33
）　

前
後
す
る
時
期
に
、
齋
藤
與
里
は
「
色
に
就
い
て
」（『
現
代
の
洋
画
』
一
九
一
二
・
八
）
に
お
い
て
、「
絵
の
力
は
人
格
で
す
」、「
人
格
の
絵
画
的
表
現
は
色
で
す
」、

「
故
に
色
は
到
底
人
格
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
34
）　

注
（
6
）
参
照
。

（
35
）　

注
（
11
）
に
同
じ
、
三
六
六
頁
。

（
36
）　

注
（
11
）
に
同
じ
、
三
六
六
頁
。
な
お
、
こ
の
論
争
の
二
年
後
、
山
脇
の
主
張
が
届
い
た
の
か
、「
時
評　

フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
（
岸
田
劉
生
氏
の
芸
術
）」（『
芸
術
』
一

九
一
三
・
四
）
に
お
い
て
木
下
杢
太
郎
は
、「
作
品
に
作
家
の
現
る
に
あ
た
り
て
は
其
鮮
味
、
其
直
接
味
は
主
と
し
て
其
筆
触
に
関
は
る
」（
五
九
頁
）、「
筆
触
に
至
り

て
は
作
家
の
心
身
の
直
接
な
る
興
奮
の
記
号
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」（
六
〇
頁
）
と
述
べ
る
に
至
っ
て
い
る
。

（
37
）　

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
石
川
明
「
偶
感
録
（
二
）」（『
現
代
の
洋
画
』
一
九
一
二
・
六
）
に
お
け
る
、「
自
然
は
常
に
新
ら
し
い
〔
略
〕
印イ

ン
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン

象
派
も
表シ

ン
ボ
リ
ツ
ク

象
派
も
自
然

に
よ
り
よ
く
突
入
し
様
と
す
る
方
法
に
過
ぎ
な
い
」、「
個
性
も
遂
に
自
然
を
無
視
し
て
表
れ
る
も
の
で
は
な
い
」（
二
〇
頁
）
と
い
っ
た
発
言
と
も
共
鳴
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
論
に
は
「
真
に
人
格
が
確
立
す
る
と
自
然
か
ら
が
違
つ
て
映
る
」（
二
〇
頁
）
と
い
う
一
節
も
読
ま
れ
る
。

（
38
）　

注
（
11
）
に
同
じ
、
三
六
六
頁
。

（
39
）　

木
下
長
宏
『
思
想
史
と
し
て
の
ゴ
ッ
ホ　

複
製
受
容
と
想
像
力
』（
学
藝
書
林
、
一
九
九
二
）
ほ
か
参
照
。



32

（
40
）　

こ
う
し
た
議
論
は
、
ポ
ス
ト
印
象
派
を
受
容
し
つ
つ
あ
っ
た
美
術
界
に
も
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
、
森
田
亀
之
輔
「
人
格
と
絵
画
（
明
治
四
十
五
年
六

月
の
感
想
）」（『
現
代
の
洋
画
』
一
九
一
二
・
七
）
に
は
、「
人
格
と
い
ふ
も
の
は
一
個
の
人
の
生
活
の
全
般
に
行
き
渡
つ
て
る
一
つ
の
訓
子
で
あ
つ
て
、
其
人
の
生
活

を
形
成
す
る
も
の
な
れ
ば
日
常
の
何
ん
な
些
細
な
行
為
に
で
も
発
露
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
」、「
絵
画
は
人
格
で
あ
る
」、「
絵
を
味
は
ふ
と
い
ふ
の
は
結
局
此
人
格
を

味
は
ふ
の
で
あ
る
」（
二
頁
）
と
い
っ
た
発
言
が
あ
る
。
ま
た
、
木
下
杢
太
郎
「
洋
画
に
於
け
る
非
自
然
主
義
的
傾
向
（
上
）」（『
美
術
新
報
』
一
九
一
三
・
二
）
に
は
、

「
氏
〔
岸
田
劉
生
〕
に
は
山
脇
信
徳
氏
、
無
車
氏
、
其
他
之
に
類
似
す
る
人
々
の
言
説
と
相
通
ふ
主
調
の
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
」（
九
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
三
者

の
思
想
的
共
通
性
と
、
山
脇
と
岸
田
と
の
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）　

北
澤
憲
昭
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
後
景
」（『
岸
田
劉
生
と
大
正
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
）、
一
〇
頁
。

（
42
）　

河
北
倫
明
「
近
代
日
本
洋
画
の
展
望
」（『
近
代
日
本
美
術
の
研
究
』
社
会
思
想
社
、
一
九
六
九
）
に
は
、
明
治
末
年
に
お
け
る
洋
画
の
新
潮
流
の
「
画
風
」
に
つ
い

て
、「
印
象
派
も
後
期
印
象
派
も
ほ
と
ん
ど
意
義
は
同
一
で
あ
り
、
フ
ォ
ー
ヴ
も
あ
る
い
は
立
体
派
も
さ
し
て
具
体
的
な
差
別
が
な
か
っ
た
」、「
と
い
う
の
は
、
こ
の

新
潮
流
の
焦
点
は
要
す
る
に
近
代
的
自
我
の
確
立
を
浪
漫
的
に
要
求
し
、
か
つ
声
高
ら
か
に
呼
び
よ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
技
術
上
の
裏
づ
け
は
す
で
に
、

黒
田
以
来
あ
る
程
度
の
中
途
半
端
な
と
こ
ろ
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」（
七
三
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
43
）　

高
村
光
太
郎
は
回
想
記
「
ヒ
ウ
ザ
ン
会
と
パ
ン
の
会
」（『
月
刊
邦
画
』
一
九
三
六
・
三
）
に
お
い
て
、「
ヒ
ウ
ザ
ン
会
の
傾
向
」
を
振
り
返
っ
た
直
後
に
、「
当
時
、

山
脇
信
徳
が
、
文
展
に
出
品
し
た
「
上
野
駅
の
朝
」〔《
停
車
場
の
朝
》〕
と
題
す
る
絵
は
、
当
時
の
新
傾
向
作
品
の
代
表
的
の
も
の
で
、
私
は
、
新
聞
雑
誌
上
で
、
こ

れ
を
極
力
、
賞
賛
し
た
」（
三
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
あ
わ
せ
て
拙
論
「
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
（
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
）
展
覧
会
の
同
時
代
評
価
」（『
人
文
学
研
究
所

報
』
二
〇
二
四
・
三
）
も
あ
わ
せ
て
参
照
。
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